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ライオンズクラブ国際協会335-A地区
地区GST委員会



この事業は、子ども達の未来のために、平和、健康、食をテーマとして命の大切さを伝えるためのイ

ベントです。献血、ワークショップ、農家、作家などの作り手たちと会えるマルシェ、ステージでは

キッズダンス、ご当地アイドル、アーティスト、パフォーマー、ライオンズクラブメンバーの演目を

企画しています。
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事業概要

イベント名称 もっとつむぐフェスティバル ～フューチャーワールド・未来の子供たちのために～

2026年 3月29日（日）10:00～17：00

ポートアイランド市民広場
神戸市中央区港島中町6-9-2

設営メンバー

動員見込

ライオンズクラブ国際協会335-A地区

つむぐフェスティバル実行委員会

約10,000人

開催日程

主 催

会場場所

後援団体

兵庫県／神戸市／兵庫県赤十字血液センター／社会福祉法人兵庫盲導犬協会／
神戸新聞社／サンテレビジョン／ラジオ関西
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会場レイアウト

神戸ポートアイランド市民広場
三宮から約10分の立地にある神戸ポートアイランド市民広場を広範囲に使って行います。

ランドエリア

ステージ

ライオンズクラブ・関係団体、
一般参加者のブースが並びます。

献血バス２台で多くの人に献
血を呼びかけます。

歌、ダンスなど親子で楽しめるステージ

※画像は参考画像です。

献血バス



●キッズダンス
大学生以下のダンスチームがイベント趣旨を取り入れた演目を披露。
子どもたちに参加してもらうことで親子でたのしめるステージにします。
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ステージイベント

「未来」をテーマにしたパフォーマンスでイベントを盛り上げます。

。

ステージから平和、健康、食をテーマとして命の大切さを届けます。

※画像は参考画像です。

●アーティスト、パフォーマー
子どもたちに人気のご当地アイドル「 KOBerrieS♪」をはじめとしたアーティスト、
パフォーマーたちが歌やダンス、大道芸を披露してくれます。



●マルシェ・出展・ワークショップ
地元企業・キッチンカー・兵庫盲導犬協会・社会福祉法人神戸福祉
会 クッキー工房「マミー」による作り手に出会えるマルシェを開
催いたします。
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ランドエリア

●国際色豊かなブース
ライオンズクラブをはじめ広く一般参加者を募り、
世界の文化を通じて、互いの国の素晴らしさを知り、関心を持つこ
とで平和の心が生まれます。

●献血バス
献血バスを誘致してライオンズクラブが献血に力を入れていること
を知ってもらい、献血活動をおこないます。
キッズ献血ブースをもうけ、子どもたちに献血の重要性を知っても
らいます。

●ライオンズクラブブース
バザーや募金活動、子どもたちの遊びブース、地元名産品の販売な
どを通してライオンズクラブの活動を多くの方に知っていただきま
す。

ランドエリアでは「いのちの大切さ」をテーマに、ライオンズクラブ、関係団体、

一般参加者による出店が行われ、ライオンズクラブの活動を知っていただく機会を

創出します。

※画像は参考画像です。
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我が国日本が少子化に直面し、将来への憂いとなっております。

改めて申し上げるまでもなく、子供は国の宝でもあり、希望そのものです。

ライオンズクラブ国際協会は、これまでも、そしてこれからも世界中の青少年健全育成支援への多大な貢献を

通して、その明るい未来への一助になり続けます。

今回の335-Ａ地区を挙げてのイベント事業は、地域社会への奉仕であると同時に青少年の生き生きとした

パフォーマンス発表の舞台として、その芸術表現を多くの市民の皆さんと共に称賛し、拍手を送ることにより

、彼らの人間的成長の大きな支援になると確信致します。

また、「社会奉仕と友愛」というライオンズ精神の素晴らしさをより広く大勢の市民と共有し、輝ける未来へ

の推進力へ繋げて、オールジェネレーションが一体となり社会活性化への役に立つことを願い、今回のイベン

トを開催したいと思います。

私共335-Ａ地区におきましては、2023年11月に「VIVAいのち」を神戸メリケンパークにて、2025年3月に

は「つむぐフェスティバル」を兵庫県立明石公園にて、地区全体事業として成功させて参りました。

その際にも、広く一般市民の方々との交流も含め「命の大切さ」や「社会のつながり」といったとても重要な

テーマに取組んで大勢の人々と共感を得、社会奉仕の尊さを改めて実感してきました。

本イベントが一人でも多くの参加者と共に、世の中の一隅を照らす一助となれますことを心より願い、事業

開催のご挨拶とさせていただきます。
ライオンズクラブ国際協会 335-A地区

地区ガバナー 栗栖正明

事業あいさつ

2025～2026年度
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